
 

 

西東京市ＧＩＧＡスクール構想基本方針【概要版】 

 

１ 西東京市ＧＩＧＡスクール構想基本方針の位置付け 

「西東京市ＧＩＧＡスクール構想基本方針」は、「西東京市第２次総合計画・

後期基本計画」（平成 31（2019）年３月）に基づき、策定されている教育計画の

基本理念や方向性を受け、時代の革新期の要請と国が示したＧＩＧＡスクール

構想の理念、都の動向及び本市の特色を踏まえて、「西東京市ＧＩＧＡスクール

構想」に関する方針を定めたものとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 西東京市ＧＩＧＡスクール構想実現のための基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考え方１ 国や都の政策、西東京市
の地域性を踏まえて、西東京市ＧＩ
ＧＡスクール構想を検討します。

考え方２ 現場で培われた教育実践
と最先端のＩＣＴを組み合わせ（ベ
ストミックス）、児童・生徒はもと
より、教員のためになる構想を検討
します。

考え方３ 西東京市ＧＩＧＡスクー
ル構想は、情報政策の専門家や教育
行政の専門家の知見の活用はもとよ
り、学校現場の知見や課題点を積極
的に活用します。

考え方４ 西東京市ＧＩＧＡスクー
ル構想は、持続可能な社会の創り手
を育むための教育環境の充実の視点
を盛り込みます。

考え方５ 情報セキュリティと利便
性の調和を目指します。

西東京市教育計画 

（平成 31（2019）年度か

ら 2023年度まで） 

基本方針１ 

基本方針２ 

【基本方針３】 

持続可能な社会の創り手を

育むための教育環境の充実

に向けて 

【方向１】 

時代の変化に対応した 

学習環境等の整備 

【施策④】 

情報教育環境の整備 

基本方針３ 

基本方針４ 

西東京市 
GIGA スクール 
構想基本方針 

○ 西東京市の課題や地域性 
○ 時代の革新期の要請 
○ 国が示した GIGA スクール構想の理念 

【施策④ 方向性】 

 児童･生徒が、「自ら学び、考える」た

めの情報収集や、情報を安全に活用する

能力を身に付けるための情報教育の充

実･推進を図るため、情報システムの最

適化や、情報機器や情報通信ネットワー

クの効率的な整備を推進していきます。 

 今後も学校におけるコンピュータ機器

や、教育情報通信ネットワーク、教育用

ソフトの充実を進め、子どもたちが情報

を扱う能力を身に付け、高度かつ複雑な

情報を適切に利用できるようになること

を目指します。 

西 東 京 市 第 ２ 次 総 合 計 画 ・ 後 期 基 本 計 画 

（ 平 成 3 1 （ 2 0 1 9 ） 年 ３ 月 ） 



 

 

３ ＩＣＴ教育の授業や家庭での導入と段階的な活用 

学習指導要領の中では、「教科等を越えた全ての学習の基盤となる資質・能力

としては、それぞれの学習活動との関連において、言語活動を通じて育成され

る言語能力（読解力や語彙力等を含む。）、言語活動やＩＣＴを活用した学習活

動等を通じて育成される情報活用能力、問題解決的な学習を通じて育成される

問題発見・解決能力などが考えられる。」として、情報活用能力、問題解決的な

学習の重要性に触れています。１人１台端末の配備により学習活動が一層充実

するとともに、主体的・対話的で深い学びからの授業改善を図ることができま

す。 

また、本構想では、児童・生徒一人ひとりの教育的ニーズに合わせて様々な

能力を義務教育９年間の中で児童・生徒が身に付けられるようＩＣＴを活用し

た取組や教育内容を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

４ 西東京市ＧＩＧＡスクール構想の独自の活用項目 

これまで述べた基本的な考え方に加えて、西東京市ＧＩＧＡスクール構想で

は以下の項目の活用を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）不登校対策

学校と家庭、スキップ教
室又はニコモルームの３つ
をつなぐことで、様々な事
情や必要性を踏まえた上で、
支援機関を含めた三者での
交流が考えられます。

（２）特別支援教育

ＩＣＴを活用し、通常
の学級や特別支援教室、
特別支援学級のそれぞれ
の場面で児童・生徒一人
ひとりの教育的ニーズに
合わせた教育方法を検討
します。

（３）小中一貫教育の取組

令和２年度から西東京
市独自の小中一貫教育を
スタートさせました。こ
のことを踏まえ、小学校
と中学校を結ぶＩＣＴ活
用についても検討します。


